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研究成果の概要（和文）：本研究は、2017年度から2023年度まで、東南アジアにおけるイスラーム法学派が15世
紀以から20世紀まで歴史的に形成されていく過程で、他の地域との交流がどのように影響してきたのかを研究し
た。
　具体的には、インドネシア、マレーシア、シンガポールといった東南アジア諸国で資料収集と現地調査を行
い、イスラーム学者らの中東および南アジアへの移動と留学が、東南アジアのイスラーム法学に及ぼした影響に
ついて調査した。
　本研究では、ミャンマーを中心に南アジアと東南アジアを横断して歴史的に移動してきたロヒンギャのイスラ
ーム学者も調査の対象となった。

研究成果の概要（英文）：From 2017 to 2023, this study investigated the historical formation of the 
Islamic school of jurisprudence in Southeast Asia from the 15th to the 20th century.Especially, 
interactions between Islamic scholars in Southeast Asia and other regions such as the Middle East 
and South Asia were studied.
     Field research in Southeast Asian countries such as Indonesia, Malaysia, and Singapore were 
conducted to investigate the impact of Islamic scholars who traveled abroad and became disciples of 
the prominet scholars in the Middle East and South Asia..
　Rohingya Islamic scholars were also subject of this study. They historically migrated across South
 and Southeast Asia and transmitted Islamic knowledge.

研究分野： イスラーム研究

キーワード： イスラーム　東南アジア　中東　南アジア　ロヒンギャ　ウラマー　スーフィズム　デジタル人文学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、東南アジアや中東、南アジアのイスラーム法学およびスーフィズムに関わる資料を収集し、読解、
分析することで、地域を横断したイスラーム学者のネットワークの詳細を明らかにしてきた。
　歴史を通して、地域を横断した師弟関係やテキスト間の影響が、東南アジアのイスラーム法学やスーフィズム
などの思想を発展させてきた過程を明らかにし、その研究成果は、日本語および英語の論文、著書、国内国外で
の学術会議で発表されてきた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

 

 本研究以前に行ってきた研究では、東南アジアのイスラーム学者（ウラマー）がいかにし

て中東や南アジアから伝来したイスラーム法学を継承・発展させてきたか、が主要な研究テ

ーマであった。具体的な研究対象としては、イスラーム諸学の文献、東南アジアのウラマー

がムスリム社会の諸問題について出した教義回答（ファトワー）、その他に伝記や書簡とい

った史資料であった。また、東南アジアや中東で出されたファトワー（教義回答）や法学書、

宗教詩などを読解、分析してきた。マレー語、インドネシア語、アラビア語の史料であり、

東南アジアにおける近現代の社会問題について研究する史料として用いた。研究対象の中

心となる時代は 19 世紀、20 世紀であるが、17、18 世紀についての研究も行ってきた。ま

た、ウラマーのネットワークが東南アジアのムスリム社会に与えた影響や、東南アジアの政

治や教育、難民問題との関りについても研究してきた。その研究は、単著『国家と対峙する

イスラーム マレーシアにおけるイスラーム法学の展開』（2016 年、作品社）などにまとめ

られている。 

その研究を通して、東南アジアのムスリム社会におけるイスラームの理解には、地域にま

たがった広範な研究が必要なことを認識した。東南アジアにおけるイスラーム法学とその

多様性を理解するためには、中東、南アジアとの間でのウラマーのネットワークを研究する

ことが不可欠である。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は、東南アジアで支配的なイスラーム法学派であるシャーフィイー派につ

いて、東南アジアにおける受容過程と独自性を明らかにすることである。シャーフィイー派

が、東南アジアにどのように伝播してきたのか、どのように受容されてきたのか、その結果、

東南アジアのシャーフィイー派がどのような独自の特徴を持つに至ったのかを解明する。

受容および東南アジア独自の特徴の形成の主な要因としては、中東や南アジアといった他

地域との歴史的交流の過程が考えられる。本研究では文献資料の分析を通してそれらの歴

史的交流を研究する。 

 

 

 



３．研究の方法 

 

 研究に用いられた史料は、これまで研究されていない史料が多く含まれている。また、東

南アジア、中東、南アジアといった広範囲の史資料を総合的に研究対象とする。19 世紀、

20 世紀は、交通・印刷・通信の技術が発展し、地域を越えた文化的影響と人の移動が増大

した時代である。地域を越えたウラマーのネットワークと彼らが東南アジアのムスリム社

会に与えた影響が、本研究の中心的な対象である。 

 中東および南アジアにおけるイスラーム諸学の中心地と東南アジアをつなぐウラマーの

ネットワークの研究を通して、東南アジアのムスリムが海外にある学びの中心地を拠点に

して、近代国家の統制からは自律的なイスラーム法学の展開を実現してきた経緯を明らか

にする。本研究では、中東や南アジアにある学びの中心地を拠点とするネットワークの変遷

をアラビア語やジャウィの資料を用いて克明に調査する。 

 また、イスラーム学者（ウラマー）のネットワークに関する研究は、文献資料の収集、そ

の資料を分析にかけてネットワーク分析やテキスト分析（データ・マイニング）を行う作業

が必要である。いずれにおいても多くの研究者の参加を必要としており、国際的な共同研究

が必要とされる。 

 

４．研究成果 

 

本研究では、東南アジアや中東、南アジアのイスラーム法学およびスーフィズムに関わる

資料を収集し、読解、分析することで、地域を横断したイスラーム学者のネットワークの詳

細を明らかにしてきた。 

 歴史を通して、地域を横断した師弟関係やテキスト間の影響が、東南アジアのイスラーム

法学やスーフィズムなどの思想を発展させてきた過程を明らかにし、その研究成果は、日本

語および英語の論文、著書、国内国外での学術会議で発表されてきた。 

 特に、2022 年度は、バングラデシュで現地調査を行うとともに、シンガポールやマレー

シアで発表を行った。また、従来通りオンライン会議を活用して、インドネシアなどの研究

者らとワークショップを 2回開催した。 

2022 年度が本研究の最終年度となる見込みであったが、今後なお研究課題について研究

を続けていく必要があり、2023 年度とあわせてさらなる研究への準備をしていく期間とも

なった。具体的には、国内および欧米、シンガポール、マレーシア、インドネシアなどの研

究者との共同研究を通して、ウラマーの知的ネットワークに関する研究について発表し、同

時に意見交換を行った。特に、シンガポール国立大学での研究発表（国際ワークショップ



"MALAY WORLD MANUSCRIPTS: MEDIUM AND METHOD IN DECENTRING DOMINANT NARRATIVES "）

は、東南アジアのイスラームの知的ネットワークに関する世界各国の主要な研究者が多数

集まっており、貴重な情報交換を行う機会となった。この過程で、イスラームの知のネット

ワーク研究では、国際共同研究が重要であることがより鮮明になった。また、インドネシア

のナフダトゥル・ウラマー大学の研究者、Ginanjar Sya'ban と 2 回のワークショップを行

い、東南アジアと中東で横断的に活躍してきた 19 世紀から 20 世紀初期にかけてのウラマ

ーと彼らの遺したテキスト資料によるネットワーク研究の可能性について検討した。 

 これらの研究成果は、今後も東南アジアのイスラームと、その他地域との歴史的な相関関

係についての研究を発展させていくための準備となった。 
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